
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる 商店街（代表者） ・９月20日以降、気温が一気に冷え込み、今後の秋物商品に

動きが出てくることが期待される。ただし、暑い状態から一
気に冷え込んだことで外出が面倒になり、来街者が減るので
はないかと懸念している。

百貨店（売場担当） ・残暑の影響で今まで秋物を買い控えていた客の来店が予想
される。比較的暑い時期から、秋冬のトレンドへの変化はう
かがえるので、気温の低下にあわせて盛り上がることが期待
される。

スーパー（営業担当） ・猛暑から一転して気温が平年化し、季節商材の動きが良く
なっている。加えて、米は豊作の見込みで、産地周辺での消
費の上向きが予想される。

衣料品専門店（経営
者）

・天候要因により秋物衣料は出遅れ気味であるが、気温が急
激に下がってきたので、単価の高い防寒衣料の動きに期待が
持てる。

衣料品専門店（店長） ・ファッションのスタイルが変わったことに加え、業界で
行っている下取りセールの影響もあり、古いものを新しいも
のに替えるニーズが高まっており、例年以上にフォーマルの
買換えが増えている。この先、このようなニーズに変化がな
ければ、スーツの買換え需要期にあたり、景況は良くなると
予想される。

衣料品専門店（店長） ・秋は短くなる、12月以降は寒くなるといった予報も出てお
り、今月後半の秋冬物商品の動きから、単価の高いアウター
コートに期待が持てる。

家電量販店（店長） ・エコポイントが延長されることになり、駆け込み需要が期
待される。

家電量販店（店長） ・年末に向けエコポイントによる需要増が期待される。
乗用車販売店（経営
者）

・新車の発売が10月に予定されており、ある程度の販売量は
見込める。また、自社オリジナルの施策を展開中であり、多
少の動きは期待できる。

その他専門店［パソコ
ン］（経営者）

・商談や受注の話は周りから聞こえてくるものの、利益の面
で厳しいようである。しかし、金額はわずかでも金が回転し
ている状態が続けば利益は残ることになるので、この状態が
続くことを期待する。

その他専門店［靴］
（経営者）

・例年並みの気温に戻り、今よりは若干、商品も動くと予想
される。

一般レストラン（経営
者）

・１月から悪い状況が続くなか、10月からは若干ではあるが
予約の動きも見られることから、例年ほどではないが、来客
数の増加が期待される。

スナック（経営者） ・忘年会シーズンに向け、人の流れは多少出てくることが予
想され、売上も上向くことが期待される。

その他飲食［弁当］
（スタッフ）

・12月の新幹線の延伸開業による集客増加が期待される。

旅行代理店（店長） ・10、11月の国内個人旅行の先行受注で若干の回復が見られ
る。また海外旅行は、12月までの先行受注でみると前年同期
比150％と大きく上回っており、国内海外共に申込状況は回
復してきている。

変わらない 商店街（代表者） ・一部にシャッターの開きそうなところがあり期待されると
ころだが、核となる大型店は苦戦しており、周辺小売店への
影響拡大が懸念される。

商店街（代表者） ・現在の底打ち状況から回復する要因が見当たらない。
百貨店（企画担当） ・長期化する円高が気がかりであり、製造業の海外シフトな

ど課題や問題が山積しているなかで、今後の政府の対応に期
待したい。

百貨店（営業担当） ・夏の中元商戦が比較的好調だったことから、歳暮商戦に関
しても大きな落ち込みはないと予想される。歳暮商戦が成功
すれば、景気は現状より良くなる。

百貨店（経営者） ・残暑の影響のみならず、客の生活防衛意識が更に強まって
いるため、回復の見通しがたたない。

百貨店（経営者） ・明確な景気刺激策がない限り、円高と株価低迷の状態は続
く可能性が高い。デフレ改善策もないことから、消費者の購
買行動も低価格志向が続く。

百貨店（販促担当） ・気温が低下したにもかかわらず、定価商品の動き出しが鈍
く、低価格志向からなかなか抜け出せない状況が続く。

家計
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百貨店（経営者） ・早い冬の到来となれば、売上の回復に期待は持てるが、そ
うでなければ回復は見込めない。

スーパー（経営者） ・円高がデフレを加速させていることに加え、経費削減は限
界に近いところまできており、景気が上向く要因は見当たら
ない。

スーパー（店長） ・季節感を打ち出せないまま急激に季節が変わり、一気に冬
に突入しそうな様相である。これから暖房費がかさむ時期に
差し掛かることもあり、消費が上向く気配は見られない。

スーパー（店長） ・競合店も低価格化を強めていて、客が店舗間を買い回りす
る傾向が見られることから、１品単価が前年を下回る状況は
続く。

スーパー（店長） ・競合店との価格競争が激化しているため、現在の状況は３
か月先も変わらない。

スーパー（店長） ・食品は、天候要因から売れる商品が前期と全く異なってお
り、今後も野菜、果物等の農産物の収穫量や水産物の漁獲量
によって変動することが予想される。

スーパー（総務担当） ・当社では、最低賃金や社会保険料の引上げ等により人件費
コストも増加しており、収益環境は厳しい状況が続く。こう
したなかで、10月はたばこの特需もなく、気温も平年並みに
戻るため、食品の売上の前年比は６月以前の水準に戻ると予
想されるが、子ども手当の支給月にあたることから、消費が
多少でも上向くことを期待する。

衣料品専門店（経営
者）

・景気回復への具体策がない政権に期待できず、先行き不透
明な状況が続く。

衣料品専門店（経営
者）

・現状から今後も景気回復は見込めない。

衣料品専門店（総務担
当）

・景気はリーマンショック前の水準に戻ってきているといわ
れるが、一部の業種以外ではそのような実感はなく、厳しい
状況は続く。

乗用車販売店（従業
員）

・エコカー購入補助金による需要の先食いで、今後、販売量
が低迷することが予想される。

住関連専門店（経営
者）

・最近は仏壇もより小さいものが好まれる傾向にあるため、
大型のものが売れなくなっており、売上が低迷している。そ
のような傾向は今後も続く見通しである。

その他専門店［食品］
（経営者）

・景気を刺激するような施策が期待できない。

その他専門店［酒］
（営業担当）

・景気対策などの改善要素が見当たらず、消費者の生活防衛
意識が高まるばかりであるため、対応策は講じているもの
の、ただちに数字に結び付くとはいえず、年内はこの状況が
続くと予想される。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・衣料品の工場が多い中国との問題が長引けば、商品の入荷
に影響が出ることは必至であり、商品の安定供給や値段の維
持についても今までのようにはいかなくなることが懸念され
る。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・冬場の需要期に向かい、販売価格の値上げが必要である
が、価格形成に失敗すると業界全体の落ち込みが顕著にな
る。エコカー購入補助金の影響で新車販売が好調だったこと
から、それに伴う冬場のタイヤ販売に期待しているが、追加
の景気対策がどのようになるかで業界の景気が大きく左右さ
れる。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・灯油価格は値上げ基調になっているが、市況はいまだに安
定せず、週末のガソリン価格はかなり安くなるため、先行き
が懸念される。

一般レストラン（経営
者）

・景気が良くなる要素が見当たらない。

観光型ホテル（経営
者）

・秋の観光シーズンに向けた予約状況は、団体客が多少目に
付くものの、10月は前年並み、それ以外は多少下回ってい
る。

観光型旅館（経営者） ・秋の紅葉シーズンに向けて集客の期待はあるが、客もイン
ターネットなどで一番きれいな時期を調べて直前に予約する
ようになっており、10月末前後の20日間以外は、予約が大き
く落ち込むようになってきている。現状の様子では前年並み
に回復する見込みは薄く、売上は前年を下回ることが予想さ
れる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・国内経済が非常に厳しいなかで、それに追い打ちをかける
ように発生した中国との問題は、国益はもちろん、経済活動
においても大きな影響があるため、早急かつ具体的に国民第
一の政策が打ち出されることを期待している。



都市型ホテル（スタッ
フ）

・広告宣伝費をかけてディナーショー等の企画商品の告知を
例年以上に早めているが、反応は鈍く、当面、大きな変化は
見込めない。

旅行代理店（従業員） ・中国との間で尖閣諸島の問題が出てきたこともあり予断を
許さない状況となっているが、海外旅行商品は販売量の伸び
が期待できる。

タクシー運転手 ・客が減少しているのに車の台数は変わらないため、厳しい
状況は続く。

通信会社（営業担当） ・景気回復の要因が見当たらない。
通信会社（営業担当） ・政府や自治体による具体的な景気対策が出てこないため、

現在の状態が続く。
観光名所（職員） ・予約状況を見ると極端な落ち込みにはならないが、伸びも

期待できないため、現在の状況が続くことが予想される。
遊園地（経営者） ・秋の後半に向けてイベントの展開を予定しているが、前年

を上回るだけの好材料は見当たらない。
設計事務所（経営者） ・仕事が増えていく要素がどこにも見当たらない。
住宅販売会社（経営
者）

・受注済み物件の工期のほとんどが年明け着工となっている
ため、しばらくは現在の状況が続く。

その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・需要期が終わり低迷期に入るため、今以上の景気回復は見
込めない。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・劇的な変化でもない限り年内は上昇が見込めず、厳しい状
況が続く。

商店街（代表者） ・新政権には具体的な景気浮揚策を期待しているが、あまり
見えてこない。この状態が続くと厳しい冬商戦になることが
懸念される。

一般小売店［スポーツ
用品］（経営者）

・売り出しをしても経費に見合わず、早急に対策を考えなけ
ればならない状況が続く。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・客の来店回数が減っており、悪い状況が続くことが懸念さ
れる。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・国内、国外共に不安要因が多く、消費者は消費意欲を高め
る楽観的な気持ちを持てない。

一般小売店［雑貨］
（企画担当）

・円高の影響が徐々に出てくる。政治がリーダーシップを取
れない状況のなかで、個人の所得は非常に厳しくなりつつあ
り、個人消費は冷え込むことが予想される。

百貨店（売場主任） ・今後大型催事が続くので衝動買いを期待したいところだ
が、客は必要な物以外のものには手を出さず、謙虚な買い方
になることが予想される。

百貨店（広報担当） ・現在進行している円高や株安が消費の冷え込みを助長す
る。

スーパー（店長） ・農業が盛んな地域特性から、米の作柄の状況によって、食
料品などの消費金額の減少につながることが懸念される。

コンビニ（経営者） ・９月のたばこの売上占有率は、28～30％（通常は20％程
度）であったが、今後は需要先食いの反動が懸念される。

コンビニ（経営者） ・10月以降、たばこの値上げが始まれば売上は減少する。
コンビニ（エリア担
当）

・増税前の駆け込み需要の反動でたばこの売上が落ちるのは
確実だが、たばこの購入を目的とする客が一緒に買っていた
缶コーヒー等の需要も落ち込み、この先３か月くらいの売上
は、たばこを除いても非常に厳しくなることが予想される。

コンビニ（エリア担
当）

・猛暑の反動等による来客数の減少が大きな不安材料となっ
ているなかで、たばこ以外の一般商品の動きは良好とは言え
ず、良くなる兆しもない。天候要因や10月からのたばこの値
上げを前に、動きが見えにくいというのが正直なところであ
るが、社会情勢の先行き不透明感もマイナス要因となる。

コンビニ（エリア担
当）

・たばこの売上増がけん引してきた景況は落ち込む。

コンビニ（エリア担
当）

・増税に伴い、消費者のたばこの買い控えが予想される。

コンビニ（店長） ・円高の進行やエコカー購入補助金の終了、たばこの値上が
りといった暗い話ばかりで、明るい材料が全くなく、来客数
も減少することが予想される。

衣料品専門店（店長） ・景気の先行きに不安を抱いており、ビジネスマンに関して
も買い控えの傾向が強くなると予想される。

家電量販店（店長） ・依然として低迷している株価の上昇が見込めないことに加
え、国の借金が膨れ上がっていることもあり、景気回復の好
材料は全くない。

自動車備品販売店（経
営者）

・暖冬の予報どおり降雪が少なければ、冬季の除雪を委託さ
れている建設業者や農業従事者、燃料関連、建機レンタル業
者などが大きな影響を受けることが懸念される。



住関連専門店（経営
者）

・例年冬期間は需要が落ちるので、住宅着工減少の影響が急
激に出てくることが予想される。また、公共投資の減少もマ
イナス要因となる。

住関連専門店（経営
者）

・景気の先行きが不透明であるため、客の懐はより一層厳し
くなる。催事等を企画する予定はあるが、来月以降も厳しい
状態が続くことが予想される。

一般レストラン（経営
者）

・客の話を聞くと、どんな職種でも先行き不透明であり、２
～３か月先に景気が回復する見通しはない。

一般レストラン（ス
タッフ）

・尖閣諸島問題により、中国から物が入らなくなり、商品が
値上がりすることが予想される。また、エコカー購入補助金
が終了し、消費者の財布のひもが固くなることが懸念され
る。

一般レストラン（支配
人）

・雇用不安が続いていることに加え、思い切った景気浮揚策
も打ち出されていないため、今後も厳しい状況は変わらな
い。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・販売量、来客数等は、前年実績をクリアできない状況が続
く。

都市型ホテル（経営
者）

・近隣ホテルが１店閉店したがその分の客を取り込めておら
ず、他店に流れたというわけでもないことから、全体的に来
客数が減っている。今後も増える見込みがないことから、宿
泊部門及び付随しているレストラン部門についても、来客数
の減少が予想される。宴会状況も例年と比べ客の動きが６、
７ポイントほど悪くなっており、10月以降も同様の見込みと
なっている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・新幹線の延伸開業によるシャワー効果が期待されるが、実
際には当県への入込客が減少することが懸念される。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・競合他社の開店の影響で来客数が減っており、売上も前年
割れの見通しである。

タクシー運転手 ・円高、雇用の不安等、不安な要因を口にする客が非常に多
くなっている。また、景気が悪く客が少なくなっているなか
で、当月、大手一社が値下げを実行している。このような状
況では景気が良くなる見通しはたたない。

通信会社（営業担当） ・景気が良くなる材料もなく、厳しい状況は続く。
美容室（経営者） ・現状から、今後、景気が良くなる材料が見当たらない。景

気対策自体が打ち出されておらず、判断のしようがない。
悪くなる 商店街（代表者） ・一般消費は２、３か月前から底打ちの状態で、この状態は

しばらく続くことが予想される。
一般小売店［酒］（経
営者）

・値上げの影響で、来月以降、たばこが全く売れなくなるこ
とが予想される。

スーパー（経営者） ・円高が進んでいるため、流通業の単価は低下する一方であ
る。農家を中心として収入が減っていることに加え、米の不
作が見込まれることから、今後、購買力の向上は期待でき
ず、年末に向かって一層厳しくなると予想される。

スーパー（経営者） ・10月以降、増税によりたばこの買い控えが予想される。ま
た、今年は米の豊作が見込まれるため、価格は下落傾向が続
く。

コンビニ（経営者） ・たばこの売上は、値上げ前の駆け込み需要の反動で、10月
以降、少なくとも年内は落ち込む。

乗用車販売店（経営
者）

・エコカー購入補助金終了後の落ち込みは予想以上である。
個人需要の落ち込みは見込んでいたものの、景気の低迷で、
安定的な需要として考えていた法人需要にも陰りが出てお
り、この先数か月の販売量は前年比60～70％前後になる見通
しである。

乗用車販売店（経営
者）

・エコカー購入補助金の効果による駆け込み需要が大きかっ
た分、需要の落ち込みが大きくなることが予想される。

乗用車販売店（経営
者）

・補助金という名目の値引きがなくなり、具体的な販売促進
策もなくなっている。販売条件が厳しくなることから、今後
はこれまでのような販売量は期待できない。

乗用車販売店（経営
者）

・エコカー購入補助金終了の影響が出てきており、今後、一
層厳しくなることが予想される。

乗用車販売店（経営
者）

・新車の発表もないことから、大規模な集客は望めない。競
合各社との消耗戦になることが予想される。

その他専門店［酒］
（経営者）

・いも煮会などでのビール等の需要があるものの、売上の減
少は否めない。加えて、たばこの値上げにより来客数もかな
り減少することが予想される。

高級レストラン（経営
者）

・すべての業種にわたって朗報がない状態で、自分たちだけ
が良くなることはない。世の中全体が冷え込んでおり、景気
の上向きは期待できない。



一般レストラン（経営
者）

・景気回復のために、一部の特産品や大企業のみを対象とす
る政策を行っても、地に根付いた文化で生活している人が多
い地域ではますます商売が難しくなる。フランチャイズを人
口で制限するといった思い切った政策が必要になってきてい
る。

観光型旅館（スタッ
フ）

・大口募集のキャンセルが発生し、計画の修正が必要となっ
ており、年末まで厳しい状況が続く。

タクシー運転手 ・集客の見込みがなく、良い要素も見当たらない。
良くなる － －
やや良くなる 輸送業（経営者） ・現状から、営業収入の増加に期待が持てる。

広告代理店（経営者） ・新幹線の青森延伸開業に向け、印刷物等の告知物の受注が
期待される。

その他企業［工場施設
管理］（従業員）

・会社に出入りする工事業者や商談に訪れる来客の数が増え
ており、活気が感じられる。このような状況はしばらく続
く。

変わらない 農林水産業（従業者） ・桃、梨に続きりんごのできもまずまずで、販売に期待が持
てる。

食料品製造業（経営
者）

・現状は３か月前と比べて悪化傾向にあり、景気が良くなる
材料が見当たらないことから、今後も厳しい状況が続くと予
想される。

木材木製品製造業（経
営者）

・年内は住宅着工も期待できるので、景況に大幅な変化は起
きないと予想される。

建設業（従業員） ・民間設備投資の動きに変化がない限り、現在の状況は変わ
らない。

通信業（営業担当） ・目標値からのマイナス分をばん回する要素が見当たらない
状況にあり、取引先の反応はこの先も更に厳しくなると予想
される。

金融業（営業担当） ・特にこれといった変化要因が見当たらない。
司法書士 ・深刻な多重債務案件が引き続き多いため、景気回復が期待

できる要素は今後も少ない状況が続く。
公認会計士 ・景気の先行きを明るくする材料が見当たらない。公共工事

の減少による建設会社の売上減少、消費者の買い控えによる
小売関係の売上停滞、企業の設備投資減少の動きが、ここ２
～３か月で改善するとは思えない。

コピーサービス業（経
営者）

・企業では経費を抑えようとする様子がうかがえ、小物の売
上が予想より伸びていない状況にあるため、必要最低限のも
のしか購入しないという状況は今後も続く。

その他企業［企画業］
（経営者）

・住宅エコポイント及びフラット35Ｓの延長が決まっている
が、この先２～３か月ではまだ需要に結び付かないと予想さ
れる。

やや悪くなる 出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・同業他社の話を聞いても、仕事が大幅に減少しているとい
う声が多く、売上の伸びは期待できず、厳しい状況が続く。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・半年先までの受注が不透明で、利益率の低下も著しいこと
から、現状よりも景気は悪くなる。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・政府の景気対策であった、エコカー購入補助金の終了に加
え、家電エコポイントも延長後は対象商品が限定されるた
め、消費意欲は減少傾向に向かい、景気は全体的にやや悪く
なることが予想される。

建設業（企画担当） ・管内の工事で２～３か月先の案件数が不確定のため、見通
しがたたない状態である。

新聞販売店［広告］
（店主）

・集金先では、リストラされたがなかなか就職先が見つから
ないといった話を聞いたり、配達員の空きはないかという質
問をされたりしている。当店も配達員を補充したいが、人件
費が経営を圧迫するので、簡単には雇用に踏み切れない状態
にある。消費の伸びが見られない状況が続いており、景気が
上向く見通しがたたない。

経営コンサルタント ・政治の混迷と外交手腕の稚拙さは政権政党への信頼感を失
い、じわじわと景気に悪影響を与える。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・秋の需要期を控え、酒類の需要にも期待したいところだ
が、肝心の秋の味覚、サンマやマツタケなど目玉となる食材
が不振で、外食店の需要回復にはマイナス要因となる。

金属工業協同組合（職
員）

・半導体関連の受注量と単価が減少したことに加え、コスト
ダウンの要請もあり、先行きは不透明である。スポット的に
ヨーロッパ向けの建設機械が10～12月まで増産となっている
ものの、生産量は総じて減少傾向が続く。

悪くなる 農林水産業（従業者） ・春秋の低温、夏の高温により、米やその他の農作物の生育
悪化が懸念される。

企業
動向
関連



食料品製造業（総務担
当）

・需要期ではあるものの、現時点では消費の回復、拡大は不
透明である。また、新製品の企画の要望はあるが、コスト面
で非常に厳しい状況にあり、対応が難しい。

一般機械器具製造業
（経理担当）

・自動車部品については、エコカー購入補助金終了による販
売不振に加えて、現状の為替水準が続くことによる、利益の
大幅な圧縮が懸念される。

良くなる － －
やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・年末、年度末を迎えるにあたり、臨時的な雇用が発生する

ことが見込まれる。ただし、それらはこの春からの採用抑制
や契約社員の引き抜きによるオーダー減の反動であり、長期
的な回復には結び付かない。

人材派遣会社（社員） ・住宅業界を中心に営業職の募集が増えつつあり、今後も期
待が持てる。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・12月から来年にかけて、自動車関連工場の本格稼働や、エ
レクトロニクス産業関連企業の工事着工に伴い人の動きが出
てくるため、多少は景気が上向くのではと期待している。

職業安定所（職員） ・新規求人数と有効求人倍率が２か月連続で増加しており、
今後もこの状況が続くことが予想される。

職業安定所（職員） ・引き続き、休業などの雇用調整を実施する企業数や実施規
模等が減少することが予想される。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・派遣からパート、アルバイトへの雇用形態の変更は見られ
るが、雇用の総数は増えない。

人材派遣会社（社員） ・景気回復の判断材料となる求人、雇用の増加は見込めな
い。

人材派遣会社（社員） ・自動車関連の製造業を中心に、生産量の伸び悩みが懸念さ
れる。

職業安定所（職員） ・求人数は前年比で増加しているものの、正規雇用の求人は
伸びていない。

職業安定所（職員） ・現状、雇用に若干の改善が見られるものの、今後の動向に
ついては予断を許さない状況が続く。

職業安定所（職員） ・新規求人は増加傾向にあるものの力強さがなく、新卒者向
けの求人も低調な状態がしばらく続く。

職業安定所（職員） ・有効求人数はリーマンショック前と比べて約半分しかな
く、有効求職者数が多い状況も依然として続く。また、円高
による雇用への影響も懸念される。

やや悪くなる アウトソーシング企業
（社員）

・公的な仕事は入札になるので、現在の入札制度を見直さな
い限り、価格の低下が質の低下や社員の意識の低下につなが
り、ひいては業界全体の縮小につながると懸念される。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・業績が回復しない企業が多いなかで、雇用の増加は期待で
きない。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・円高など外的な悪化要因が強まっているなか、国内の経済
政策は手詰まりとなっており、プラスの要因は見当たらな
い。

職業安定所（職員） ・エコカー購入補助金の終了により自動車の売行きが不調に
なり、各産業にも影響が出てくることが予想される。

職業安定所（職員） ・新規求人は増加傾向にあるが、先行きの不透明感から有期
雇用が多くなっている。また、製造業では円高の懸念が広
がっている。

悪くなる 人材派遣会社（社員） ・派遣社員が単独で労働組合に加入した上で、種々の労働審
判を申立てるケースが頻発しており、２～３か月先の業績に
悪影響が出ることが懸念される。

雇用
関連


